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公益社団法人愛知県医師会 第 34 回(定例)理事会議事録 

 

開催日時：平成 31 年 1 月 31 日(木) 午後 2時 30 分～午後 4時 50 分 

開催場所：愛知県医師会館 4階理事会議室 

出 席 者 

会 長(代表理事)／柵 木 充 明 

副会長(代表理事)／城  義 政  市 川 朝 洋  杉 田 洋 一 

理 事／伊 藤 健 一  加 藤 雅 通  大 輪 芳 裕  西 山  朗  樫 尾 富 二 

樋 口 俊 寛  纐 纈 雅 明  細 川 秀 一  野 田 正 治  林  義 久 

浅 井 清 和  湯澤由紀夫  田那村 收  小 出 詠 子   

 

監 事／川 上 雅 正  野 口 良 樹  横 井  隆 

代議員会議長／服 部 達 哉 

代議員会副議長／伊 藤 宣 夫   

 

欠 席 者 

理 事／渡 邊 源 市  山 本  楯 

 

議事録作成者  黒 田 将 貴 

 

※加藤理事遅刻のため、承認事項 1～承認事項 3(2)については出席者 21 名(うち理事 17

名)にて審議した。 

※服部議長遅刻のため、報告事項 8より出席された。 

 

議長は、定款第 39 条第 2項により、柵木充明会長(代表理事)が務める。 

本日の理事会は、出席者 23 名(うち理事 18 名)で、理事現在数 19 名の 2分の 1以上(10

名)の出席があり、定款第 39 条第 6項の決議を行うに必要な過半数に達していること

を確認した。 

 

議事進行に先立ち、柵木会長より挨拶。 

 

議 事 

―承認事項― 

１．庶務関係事項について  

(１)一般社団法人Purple Day Japan Purple Day Nagoya 実行委員会(代表 福智寿彦)の行

うPurple Day Nagoya2019〔3/24(日)〕の後援について 

樫尾理事より説明され、標記の後援が承認された。 
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２．委員会・部会、講演会等(本会主催分)の開催について 

柵木会長より、以下の本会主催の委員会・部会、講演会等の開催について承認を求

め、承認された。 

No. 開催日 名称 開催場所 担当理事 

1 2/25(月) 
愛知県医師会地域医療政策研究機

構委員会 

5階医師連盟会議

室 

伊藤理事 

小出理事 

2 3/4(月) 共同施設委員会 
5 階医師連盟会議

室 

加藤理事 

大輪理事 

  

３．委員会委員の委嘱等について 

(１)平成 31 年度難病相談室相談医師の委嘱並びに変更について 

樋口理事より説明され、外畑 巌先生の退任に伴い、近藤隆久先生を委嘱すること

が承認された。 

  

(２)医療安全支援センター(苦情相談センター)委員会委員の委嘱について     

樋口理事より説明され、太田 成弁護士を追加委嘱することが承認された。 

 

―協議事項― 

４．平成31年度事業計画(案)について  

市川副会長より平成31年度の事業計画(案)を作成したことが説明され、次回理事会

までに内容を確認するよう話され、継続審議となった。 

 

５．平成31年度会費の賦課徴収、会費減免申請及び入会金の賦課徴収について 

西山理事より説明され、標記の内容について3月 16日(土)の第183回(臨時)代議員

会に上程することが承認された。 

 

６．その他 
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─報告事項─ 

【日本医師会、各医師会、中部医師会連合等会議について】 

１．日医財務委員会〔1/25(金)〕について 

  (日本医師会主催：日本医師会館) 

柵木会長より、3月 31 日(日)日本医師会代議員会へ上程する、平成 31 年度の日

本医師会事業計画（案）及び平成 31 年度日本医師会予算（案）について議論され、

すべて承認されたと報告された。 

 

２．日医第 2回小児在宅ケア検討委員会〔1/24(木)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)   

野田理事より、北海道胆振東部地震によりブラックアウトが起きた際の対応状況

について、札幌で人工呼吸器を使用する在宅患者の 90％以上の管理を行う生涯医

療クリニックさっぽろの土畠先生から報告があり、約半数が入院し、自宅で過ご

した者はバッテリーの充電を自家用車や発電機等可能なスポットでしていたこと

が説明された。特に問題としては EMIS に参加できる医療機関が有床診療所までで、

人工呼吸器を使用する在宅患者を多く扱う診療所が登録できていなかったことで

対応ができなかったことであると説明された。その他、次回診療報酬に対する要

望について議論したと報告された。 

 

【本会関係会議について】 

３．第 8回愛知県医師会地域医療政策研究機構委員会〔1/28(月)〕について 

(5 階医師連盟会議室)  

伊藤理事より、新公立病院改革ガイドラインの内容の再確認及び公的医療機関等

2025 プラン対象医療機関に期待される役割について説明された。また、愛知県よ

り、愛知県地域医療構想の各構想区域における具体的対応方針の決定状況につい

て説明がなされ、それぞれについて意見交換を行ったことが報告された。 

 

４．社保指導委員会〔1/29(火)〕について 

(801～803 会議室)  

加藤理事より、東海北陸厚生局の行う個別指導・監査の実施状況に係る報告(平成

30 年 11 月～平成 31 年 1 月分)があったと説明された。審査支払機関より最新の

情報提供及び意見交換等がなされたと報告された。 

 

５．調査室委員会〔1/29(火)〕について 

(5 階医師連盟会議室)   

大輪理事より、第183回(臨時)代議員会決議文案について議論し、次回委員会で取

りまとめることになったと説明された。また、会員意識及び実態調査について、

平成 32 年度の実施に向けて調査項目を減らすよう検討。その他、日医プレスリリ
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ース、MEDIFAX、Twitter 記事について、それぞれ解説、議論を行ったと報告され

た。 

 

６．産業保健部会幹事会〔1/25(金)〕について 

(6 階研修室)  

西山理事より、次年度の産業医報酬目安、契約書内容等について協議し、了承さ

れたと報告された。また産業医の職業斡旋の整備について説明された。 

 

７．愛知県医師会医療安全支援センター(苦情相談センター)委員会〔1/22(火)〕につい

て  

(6 階研修室)  

樋口理事より、事例報告・検討(平成30年 12月分)は新規事例76件、継続相談42

件の総計123件(歯科5件)であったと報告された。また、専門委員対応事例5件に

ついて検討を行ったと説明された。 

 

８．地域医療介護委員会〔1/15(火)〕について 

(5 階医師連盟会議室) 

野田理事より、各種会合および介護保険関連事業等の開催結果および進捗状況に

ついて報告がなされた。また、次年度のシンポジウムの内容検討として静岡県医

師会が主催する地域リハビリテーションサポート医養成研修に参加することが説

明された。その他、前回から持ち越しとなった「あいち在宅医療ネット」の更新

に関しては、各地区からのアンケート調査結果を踏まえ、継続運用の必要性につ

いて検討を行ったと説明された。 

 

９．講演会・研修会等について 

柵木会長より、下記 No.1～3の本会主催の講習会・研修会等は一括報告とすると

発言された。 

                 *は共催・協賛等 

No. 開催日 名称 出席者数等 担当理事 

1 
*1/14(月・

祝) 

平成30年度愛知県災害医療コーディネート

研修(ロジスティック編) 
66名 

細川理事 

纐纈理事 

2 
1/25(金) 

1/26(土) 

第16回指導医のための教育ワークショップ

(愛知県医師会主催) 
33名 

伊藤理事 

小出理事 

3 1/26(土) せん妄対策研修会(第 2回) 55名 
野田理事 

林理事 

  

【行政、その他関係団体等会議について】 

１０．第 8 回名古屋陽子線治療センター運営会議〔1/23(水)〕について 

(名古屋市立西部医療センター主催：JR ゲートタワーカンファレンス)  
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柵木会長より、陽子線治療センターの開設費用が下がってきており、様々な医療

機関で今後導入され、標準的な医療になっていくと説明された。また、今後問題

になる可能性があることとしては適正配置であり、今のところ国から配置につい

て言われてはいないが、今後は地域医療構想推進委員会で高額医療設備に関して

も議論される可能性があると説明された。 

 

１１．第 3 回名古屋大学医学部附属病院長候補者選考会議〔1/29(火)〕について 

(名古屋大学医学部主催：名古屋大学医学部附属病院)  

柵木会長より、先の医療法改正で特定機能病院の院長は第三者機関が入り、病院

長をそこで選考するということになり、標記会議へ参加することとなったと経緯

について説明された。6名の委員により病院長候補適任者の審査について議論し

たと報告された。 

 

１２．東海北陸地方社会保険医療協議会愛知部会〔1/28(月)〕について 

(東海北陸厚生局主催：名古屋合同庁舎) 

杉田副会長より、保険医療機関の医科について新規 8件、開設者変更 7件、移転・

その他 2件であったと説明された。 

 

１３．地域医療連携推進法人連絡会議〔1/25(金)〕について 

(厚生労働省主催：全日通霞ヶ関ビルディング)   

大輪理事より、全国で７法人が設立されており、各法人の取り組み状況について

説明があったと報告された。種々の背景があるが、現在の地域医療では人材不足

が特に問題であること、連携法人は人材の養成や交流がポイントとなっているこ

とが説明された。 

 

１４．平成 30 年度愛知県母子保健運営協議会〔1/25(金)〕について 

(愛知県主催：愛知県三の丸庁舎)   

西山理事より、母子保健法及び次世代育成支援対策推進法による、愛知県の母子

保健の現状、平成 30 年度各専門委員会の取組状況について紹介があったと報告さ

れた。また、平成 30 年度の母子保健の主な取組、進捗状況、平成 31 年度母子保

健運営協議会の方針について検討したと報告された。報告事項としては、新たに

策定された『成育基本法』について、またダウン症児に対する『子育て手帳+Happy

しあわせのたね』の紹介があったと説明された。 

 

１５．第 51 回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会 理事会・評議員会・総会・会員

総会〔1/26(土)・27(日)〕について 

(大阪府医師会、若年者心疾患・生活習慣病対策協議会主催： 

シェラトン都ホテル大阪、大阪府医師会館)  

纐纈理事より、総会ワークショップでは食育について主に特別支援学校の現場か



6 

 

らの報告があり、特別講演では「小児栄養学研究の勧め」と「小児重症心不全外

科治療の Futurability」の 2題の講演があったと報告された。 

 

１６．平成 30 年度学校保健総合支援事業に係る第 2回協議会〔1/28(月)〕について 

(愛知県主催：愛知県生涯学習推進センター研修室 A)  

纐纈理事より、学校への講師の派遣について、平成 30 年度には多くの講師派遣依

頼があり、早期に締め切ったことが報告された。なお、最終的に 25 校(小学校 12

校､中学校 8校､高校 3校､特別支援学校 2校)に派遣。内容は生活習慣 7件、性教

育 7件、自殺予防・いのち・心 10 件、けが予防１件であったと説明された。また、

文科省の予算が来年度も成立すれば続ける予定であるとのことであった。 

 

１７．特定非営利活動法人健康情報処理センターあいち第 8回運営委員会〔1/17(木)〕

について 

(特定非営利活動法人健康情報処理センターあいち主催： 

特定非営利活動法人健康情報処理センターあいち事務所) 

細川理事より、愛知県医師国保特定健康診査等の代行業務事務手数料について、

特定健康診査事務処理件数の推移について、特定保健指導事務処理件数について、

インフルエンザワクチン接種補助事業実績報告についてそれぞれ報告があったと

説明された。 

 

１８．刑事施設の医療に関する協議会〔1/24(木)〕について 

(名古屋拘置所主催：名古屋拘置所庁舎) 

細川理事より、名古屋地方検察庁、愛知県、市内 3病院、名古屋矯正管区、瀬戸

少年院、名古屋少年鑑別所の担当者が出席し、名古屋拘置所内の医療状況等につ

いて説明が行われたと報告された。 

 

１９．地域包括ケア評価指標作成検討会議〔1/18(金)〕について 

(愛知県主催：愛知県三の丸庁舎)  

野田理事より、平成 30 年度から各自治体で地域支援事業の実施が義務付けられ、

都道府県は市町村支援をすることを努力義務化されたため、そこで県内市町村に

おける地域包括ケア構築の進捗状況を把握することが必要となったことが説明さ

れた。今回愛知県で地域包括ケア評価指標検討会議を立ち上げ、評価指標をどの

ように設定するかを議論、県の素案が示され議論された。 

 

２０．愛知県女性医師等キャリア支援連絡協議会〔1/24(木)〕について 

(名古屋大学主催：名古屋大学医学部附属病院)  

小出理事より、4大学、県、県医師会の 6団体が出席し、あらかじめ各団体に送

られた 6つの議題への回答について質疑が行われたと説明された。幹事大学であ

る名古屋大学の有馬寛議長が「医師の働き方改革の中に、女性医師のキャリア支
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援も包括していくべきであろう」と結ばれたと報告された。 

 

【病診連携・地域医療支援病院関係会議について】 

２１．地域医療支援病院実績報告(平成 30 年度第 2 四半期)について 

大輪理事より、今回より 11 施設から 25 施設へ増加したことが説明され、各病院

の平成 30 年度第 2四半期の実績について報告された。特に名古屋市内で病床利用

率が 80％を切り、病床が余っている病院が多くあるが、尾張・三河地区では病床

利用率が高いと説明された。 

 

【その他事項について】 

２２．平成 31 年度県補助金・委託金予算〔1/22(火)〕について 

柵木会長より、平成 31 年度県補助金・委託金予算の状況について、内示があった

ことを報告された。 

 

２３．その他 
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以上で本日の議事を終了し、議長は協力を謝して閉会とした。 

 

平成３１年１月３１日 

 


